各部門における運営概要 by 岡山大学農学部附属農場,
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名 称 大きさ(m 潅水方法および設備 加温および換気方法 .その他設備
刺御建物 中央集中制御室 15×6 土壌水分制御装置､同記録 ディスク切 り込みによる24時間温度プロ
計､散水量計､散水時間記録計 グラム制御装置､同記録計
機 械 室 10×6 散水ポンプ 大型 (地上部用)小型 (地下部用)温水ボイラ-
実 験 .管 理 室 5×6
ガ 大 温 室 20.5×24 樹下､懸垂型逆づ りスプリ 三方弁比例制御による温風暖房､窓開閉
ンクラー による自然換気､ラインフローおよび有圧型換気扇による強制換気
室 内 温 度 8×10 樹下､自動水圧変動弁連動 グク ト方式 による冷暖房 (計画)､三方弁一′
フス室 コントロール室 噴射パイプ 比例制御による地中加温､炭酸ガス自動給与装置 (計画)
地 中 温 度コントロー)I/塞 8×10 同 上 三方弁比例制御による温風および地中温水暖房､ ラインフロー型換気扇による強制換気 窓開閉 自然換気
養 水 分コントロール室 8×10 樹下､潜 液 自動循環装置 三方弁比例制御による配管暖房､ライン
(計画) フロー型換気扇による強制換気､忽開閉による自然換気
苗 木 養 成 室 3.6×6 タイマー式自動 ミス ト装置 有圧型換気扇による強制換気
露也 1 号 園 105×38 樹上､低角皮スプリンクラー
2 号 園 105×38 樹上､噴射パイプ
3 号 園 105×38 樹下､低角度スプリンクラー
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第 2-1図 各は場における栽植および仕立
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圃 場 面 積 植付本数 植 付 年 月 種 類 . 品 種 仕 立 型
ガフス塞 大 温 室 492m2 12本 1972.3 ブドウ､マスカット.オブ.アレキサンドリア H型､平棚
室 内 温 度コントロール窒 80 4 ′ ′′ 6本主枝､平棚
地 中 温 度コントロール室 80 12 〟 ′′ 一文字､平棚
養 水 分コントロール室 80 10 〟 〟 オールバック.平棚
露地 1 号 園 35α 212 1975.2(改植) モモ合方他 7品種､カキ松本早生他 3品種 主幹型､二本主枝棚仕立および平行並列植
2 号 園 35 150 1972.12 ブドウ､キ ャンベル .ア-リ- (HF台) Ⅱ型､一文字､平棚




















































































































































る研究 (第 1報)､昭和49年 園芸学会春季大会研
究発表要旨､72-73､1974
4) 飯室聴 :カキ (松本早生富有)の密植栽培 と問
題点､果樹､28巻11号､8-11､岡山県経済連､
1974
圃 場 肥料又は三要素 又 は収 量 施 用 量 又 は 収 量 (顔/10a)1971 '72 '73 '74 '75 '76 '77
1 号 モ モ 園 ナ タ ネ カ スケ イ フ ン 2710 3.472 230451.4 400 200
硫 安塩 加化 成マ グ苦 土 石 灰棚 砂F T E消 石 28.6ll,4 20.62914 5.703ll421 ll7.83022
NPE 新 5.53苧 22 5.8攻 11.815 9139苧 86 ll.09158 ll.0710
圃 場 肥料又は三要素 又 は収 量 施 用 量 又 は 収 量 (kg/10a)1971 '72 '73 '74 '75 '76 '77
1 号 カ キ 園 消 石 灰 10
NPE I新 4.51植】 26 1璃 4.89.1 3植581 34
2号 キ ャンベル
N 1.704 5.4 5.4 6.5 7.8
P 4.3 4,5 5.01 6.6
3号キ ャンベル ナ タ ネ カ スケ イ ブ ン硫 安加塩ヨ ー リ化 成マ グ苦 土 石 灰欄 砂F T E消 石 21.4 21.166340ll41057 1505.71262 9 224.600682914 205.7290371286 228.650031 428.670302
_N 新 1.2 2.6 6.2 13.2 10.3 7.8 ll.8
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圃 場 肥料又は三要素 又 は収 量 施 用 量 又 は 収 量 (kg/10a)1971 '72 '73 '74 '75 '76 '77
3号キ ャンベル E 新植0.2 0.9 2.8 12.3 9.5 7.6 10.6
4号 ヒ ロ ハ ンス 一一パ -ー ナ タ ネ カ スケ イ フ ン 25 217.7 150 0.79 240528.333 2505213 800722
巨 峰 硫 安 512.52 20
ベ-リーA 硫 加塩ヨ ー リ化 成マ グ苦 土 石 灰磯 砂F T 甘消 石 54133106 67145233
N 1.5 2.8 6.1 13.2 10.4 8.2 19.2
P 0.5 1.4 4.3 8.3 8.3 7.0 18.4
K 0.3 1.0 2.8 13.9 9.8 7.8 14.3
ヒ ロ ハ ン収 ス ー パ _ 0 0 0 83 272 0 1970 0 0 265 473 930 1,163
巨 峰J-1 0 0 0 112 180 255 378
上巳 ベ-リ-A 0 0 0 240 573 873 1,019
温 室 肥料又は三要素 又 は収 量 施 用 量 又 は 収 量 (kg/10a)1971 '72 '73 '74 '75 '76 '77
大 温 室 ワ ラ 灰堆 肥 48.4 8.51,000 3,660 3,600 3,600 1,800ナ タ ネ カ ス 1 132.1 13.1 79.3 79.3
-60一
温 室 肥料又は三要素 又 は収量 施 用 量 又 は 収 量 (kq/10a)1`971 '72 '73 '74 '75 '76 '77
大 温 室 棚 砂F T E消 石 灰 2.0508 0.3
N 2.81005 13.6 23.1 22.7 23.0 22.9
P ll.3 15.2 15.0 14.0 15.0
K 90 1 09 15 05
収 量 0 0 400 813 1,102 1,170
室 内 温 度
コントロール室
ワ ラ 灰堆 肥 56.5 0.71,00 3,500 3,750 3,750 3,750ナ タ ネ カ ス 882 7.6 131.3 8 62.5
骨 粉硫 加塩 0.315 29.459188 14.194 15.00 157.520563 12.563
ヨ ー リ ン化 成硫 マ グ苦 土 石 灰キーゼライ ト棚 砂消 石 9.4592471 10.063 5.016,32
N 新 3.312植 06I 10.8 18.8 23.4 23.6 21.9
P 10.1 13.3 15.3 14.3 14.0
K 8.2 19.5 21.4 22.4 21.1
l 61 ---
温 室 肥料又は三要素 又 は収 量 施 用 量 又 は 収 量 (kg/10a)1971 '72 '73 '74 '75 '76 '77
地 中 温 度コン トロール室 キーゼライ ト棚 砂消 石 灰 0.5 2.5531 6.3 6.3
N 12.2441 ll.2 23.4 23.8 23.6 1.6
P 10.4 15.7 15.8 14.3 0
i 8 5 14ー2 17 24 0
- 62-

















圃 場 前年度 45B3警 6 7 8 9 101112 1 2 3 次年度 品 種 収 量 10α当り換算収量
1 号 園 トマト6α0---キユウ1)7a---A-⊂ 二 二=コ 強 力 米 寿夏 秋 節 成2 号 kg3,0695101 kg5,1157287
ナス3.5α 長 岡 長 717 2,0490-------A一一⊂二二コ
gB11月 タマネギ5a 淡路中甲高 1,599 3,19821.5a O-A- □ 2 号





2 号 図21α サトイモ5a 'r 6月口 え ぐい も 1,119 2,238
lI
(バレイシヨ) ハクサイ1α｣ ¶F 耐 病 60日 6,867 6,242
(カンシヨ) l タマネギ5a 淡路申甲高2 号
3 号 園 カボチャ33α (イタリヤン) え び す 1,984 60133α 一一一一一･･一⊂二コ
ハウスJ16,1 2月 トマト270m2 (休 閑) 強力段とぴ 2,507 9,285270m7 0-- (水餅) ヨ ー ズ
ハウスJ%.2 12月2月 トマト170m2 強力段 とぴ 687158 4,041585
0-3月企｢一一一⊂コ (水耕､精密試験)果 菜苗100m2--□ ヨ - ス270m2 〇 a
レタス270mg グレー トレ
































津 高 飯 場
津高牧場は岡山市の北部､吉備高原の未利用山林
を開発造成した岡山大学農学部附属農場の一施設で
あるO伝統ある千屋年の系統牛により､繁殖から肥
育までの-貫生産を通じて､わが国の肉用牛に関す
る諸問題､自給粗飼料の生産技術などを研究し､学
生の実習教育を行うことを目的としている｡
昭和50年度より約32haの用地取得が始まり､51年
度には第 1期工事として建物用地､道路､約 6haの
草地､防災ダム2基等の造成と農機具庫 1棟の建築
が行中れ､52年度は第2期工事として繁殖牛舎､収
納庫､堆肥含､気密サイロ (2基)約9haの草地造
成等の工事を終った｡さらに､53年度には宿泊施設
を含む管理棟､肥育牛舎､農機具庫 (増 築分)､バ
ンカーサイロを建築し､一応の完成をみた｡
すでに､昭和51年3月に8亘臥 52年3月に12頭の
雌子牛を導入育成し､子年生産が始まっているが､
建設途上のために生産が軌道に乗るまでにかなりの
日時を要しそうである｡
当牧場の特徴の一つは､自給粗飼料の生産から和
牛の飼養管理に至るまで､できるだけ省力化して生
産効率を高めるように機械力を駆使していることで,
79馬力の トラクター2台と､モア一･コンディショ
ナー､あるいはドラム ･モア一､へイ･チッダー､
ル-ズ.ベイラ-､へイ･エレベーターを使 った乾
草調製システムや､上記の刈取機械にウインドロウ･
アタッチメントを付けたフォレ-ジ･ハーベスター､
クロス.ワゴン2台､大型プロアーを連ねたサイレー
ジ調製システムが利用されている｡また､繁殖､肥
育の両牛舎とも､デルタ･スクレーパとベルト･コ
ンベアーにより､スイッチ一つで牛舎内の清掃が可
能なシステムや､太陽熱温水器を利用した床面給温
システムにより､省力化と安定生産を狙 っている｡
第2の特徴は年の排継物を完全に土地還元して畜
産公害を出さぬことであり､年ふんは上記のシステ
ムによって藤肥舎へ運ばれたあと､完全に園熟堆肥
として草地に還元することはもとより､尿などの液
状物は大小2基の水槽に集め､強制曝気によって浄
化したのち､定置配管を使って草地に還元する装置
を備えている｡
特徴の第 3は学生実習用に宿泊施設を備え､これ
を他大学にまで開放していることである｡すでに島
根大学との協議により､本学の畜産実習 1単位を単
位互換制度によって昭和52年度より開放 して釆た
が､53年度の宿泊施設完成により､この制度を大幅
に拡大することが可能となる｡
さらに将来の計画としては､繁殖成績向上のため
に不可欠な午の観察をテレビ監視装置によって省力
化すること､肥育牛の肉質を生体のままで判定する
ために､超音波を利用した機械の開発､高能力の肉
用牛を生産するために､コンピューターを利用した
計画交配の実施などが考えられており､肉用牛の研
究開発センターとなることもめざしている｡
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